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さ
い
た
ま
市
と
の
合
同
研
修
会
は
二
部
構
成
と
な

り
盛
り
沢
山
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、「
第
四
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て
」
実
際
に
計
画
の
策

定
に
携
わ
っ
て
い
る
さ
い
た
ま
市
保
健
福
祉
局
福
祉

部
高
齢
福
祉
課
課
長
補
佐
米
谷
晃
氏
に
、
ま
た
「
介

護
保
険
料
の
試
算
と
算
出
の
方
法
に
つ
い
て
」
は
、

さ
い
た
ま
市
保
健
福
祉
局
福
祉
部
介
護
保
険
課
課
長

補
佐
佐
藤
崇
之
氏
の
お
二
方
を
お
迎
え
し
、
講
演
し

て
頂
き
ま
し
た
。

　

米
谷
氏
か
ら
の
講
演
は
、
第
四
期
計
画
の
位
置
づ

け
や
健
康
・
福
祉
の
理
想
都
市
へ
の
構
築
と
第
二
期

計
画
か
ら
の
基
本
理
念
、
基
本
方
針
、
４
つ
の
基
本

目
標
を
原
則
維
持
し
、
第
４
期
計
画
で
特
に
新
規
ま

た
は
大
幅
な
見
直
し
を
行
う
べ
き
課
題
を
３
つ
の
重

点
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
設
定
し
た
と
の
事
で
す
。

　

重
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
１
「
支
え
合
い
の
地
域
社
会

行
政
合
同
研
修
会

「
さ
い
た
ま
市
と
の
合
同
研
修
会
の
開
催
」

開　
催　
日　

平
成
21
年
３
月
19
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
～
５
時
00
分

開
催
場
所　

与
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル

に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
（
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
事
業
の
推
進
）」、
重

点
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
「
地
域
社
会
活

動
へ
の
支
援
と
情
報
提
供
（
シ
ニ

ア
世
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

等
）」
重
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
３
「
認
知
症
高
齢
者
等
へ
の

総
合
的
な
支
援
（
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の

活
性
化
、
医
療
と
介
護
の
連
携
・
各
区
ご
と
に
物
忘

れ
相
談
医
の
選
定
等
）」

　

今
回
の
計
画
の
重
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
高
齢
福
祉
に

携
わ
っ
て
い
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
重
要
で
有
意
義

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。
計
画
の
策
定
に

あ
た
っ
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
で
あ
る
市
民
の

視
点
を
基
本
に
策
定
し
、
ま
た
、
当
協
会
も
委
員
と

し
て
参
加
し
、
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
策
定
し
ま

し
た
。

　

今
後
も
関
連
す
る
様
々
な
会
議
等
で
市
民
の
意
見

を
反
映
し
な
が
ら
計
画
の
進
行
管
理
を
し
て
行
く
そ

う
で
す
。
私
た
ち
も
高
齢
福
祉
に
携
わ
っ
て
い
る
一

員
と
し
て
、
行
政
・
地
域
と
連
携
を
取
り
、
一
人
一

人
が
声
を
出
し
、
大
き
な
声
と
な
り
、
力
と
な
っ
て
、

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

第
二
部
で
は
、「
ク
レ
ー
ム
対
応
に
つ
い
て
」
ア
イ

ベ
ッ
ク
・
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
所
の
杉
山
真
知
子
先
生
を

講
師
に
迎
え
、
ク
レ
ー
ム
と
は
、「
権
利
を
主
張
す
る
」

と
い
う
大
切
な
意
味
が
あ
り
、「
苦
情
」
と
捉
え
る
の

で
は
な
く
「
ア
ド
バ
イ
ス
」
と
プ
ラ
ス
に
受
け
止
め
、

対
応
す
る
と
よ
い
と
い
う
こ
と
、
ク
レ
ー
ム
対
応
の

仕
方
、
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
の
技
法
・
共
感
の
仕
方
等
を
学

び
ま
し
た
。

杉
山
先
生
の

講
義
は
と
て

も
素
晴
ら
し

か
っ
た
で
す
。

ま
た
先
生
の

声
は
鈴
が
鳴

る
よ
う
に
耳

に
心
地
よ
く

響
き
ま
し
た
。

　

行
政
合
同

研
修
会
、
大

変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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第
３
回
全
体
研
修
は
「
命
の
大
切
さ
を
考

え
る
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
２
部
構
成
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
第
１
部
で
は
、
救
急
活
動
の

現
状
や
出
動
事
例
、
様
々
な
救
急
活
動
の
統

計
資
料
等
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
講
義
は
必

然
的
に
高
齢
傷
病
者
に
対
す
る
救
急
出
動
の

話
に
進
み
、
今
後
更
に
増
加
が
予
測
さ
れ
る

単
身
高
齢
者
･
高
齢
者
世
帯
・
高
齢
者
施
設

等
で
の
出
動
時
に
お
け
る
問
題
点
、
現
場
隊

員
の
悩
み
、
課
題
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
高
齢

者
救
急
の
現
場
で
一
刻
を
争
う
中
、
救
急
救

命
士
等
が
適
切
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な

傷
病
者
の
情
報
、
主
訴
・
経
過
･
既
往
歴
･

連
絡
先
等
が
、
な
か
な
か
把
握
で
き
な
い
と

い
う
現
状
。
認
知
症
の
有
無
や
普
段
の
Ａ
Ｄ

Ｌ
が
分
か
ら
な
い
中
で
の
活
動
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
現
状
。
そ
し
て
搬
送
先
病
院
は

第
３
回
全
体
研
修

開　
催　
日　

平
成
21
年
３
月
14
日
（
土
）

開
催
場
所　

埼
玉
会
館

内
容　
　
　

第
１
部　
【
講
義
】「
命
の
大
切
さ
を
考
え
る
～
消
防
局
、
救
急
救
命
士
の
活
動
と
は
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師　

さ
い
た
ま
市
消
防
局　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
根　

正
明
氏

　
　
　
　
　

第
２
部　
【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】「
命
の
大
切
さ
を
考
え
る
～
高
齢
者
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
尚
和
園　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
崎　

直
良
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト　
　
　

さ
い
た
ま
市
消
防
局　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
屋　

桂
子
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
い
た
ま
市
大
宮
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　
　

西
間
木
幹
子
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
ん
け
い
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　
　
　
　
　
　
　

中
島　

悦
子
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
き
い
き
ら
い
ふ
支
援
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

門
間　

鈴
子
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
敬
寿
園　
　
　
　
　
　
　
　

西
村　

百
恵
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
い
た
ま
市
高
齢
福
祉
課　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
谷　
　

晃
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
た
に
ク
リ
ニ
ッ
ク　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
谷　

雅
人
氏

当
然
そ
れ
ら
情
報
を
隊
員
に
求
め
る
と
い
う

現
状
。
解
決
の
た
め
に
普
段
か
ら
関
与
し
て

い
る
職
種
の
人
達
と
連
携
し
、
大
切
な
命
を

救
い
た
い
と
い
う
心
に
響
く
講
義
で
あ
り
ま

し
た
。

　

休
憩
を
挟
み
第
２
部
に
入
り
、
さ
い
た
ま

市
桜
消
防
署
管
内
で
の
高
齢
者
救
急
現
場
に

お
け
る
情
報
収
集
困
難
事
例
が
紹
介
さ
れ
、

そ
の
後
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
具
体
的
な
対
策

や
、
高
齢
者
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に

つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
各
シ
ン
ポ
ジ

ス
ト
の
意
見
は
紹
介
し
き
れ
ま
せ
ん
が
、
先

行
自
治
体
の
取
り
組
み
事
例
や
情
報
カ
ー

ド
・
現
況
イ
ー
ト
等
の
提
案
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
事
業
所
・
民
生
委
員
・
ケ
ア
マ
ネ
・
か
か

り
つ
け
医
の
連
携
、
要
介
護
認
定
者
以
外
の

高
齢
者
も
含
め
な
け
れ
ば
等
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
へ
の
有
意
義
な
意
見
を
聞
く
事
が
出

来
ま
し
た
。
そ
し
て
個
人
情
報
保
護
法
が
施

行
さ
れ
て
い
る
今
、
必
要
な
ツ
ー
ル
を
作
り
、

有
効
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
た
め
に

は
、
関
係
各
機
関
・
職
種
の
連
携
に
加
え
、

特
に
行
政
の
積
極
的
な
関
与
が
不
可
欠
で
あ

る
と
の
結
論
で
あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
、

火
事
で
も
な
い
の
に
消
防
車
と
救
急
車
が
一

緒
に
出
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
理
由

知
っ
て
ま
し
た
？
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今
回
の
緑
区
サ
ロ
ン
は
、
日
頃
の

コ
リ
を
ほ
ぐ
す
技
？
を
習
得
す
べ

く
「
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
意
義
と
セ
ル
フ

マ
ッ
サ
ー
ジ
」
に
つ
い
て　

～
寝
た

き
り
に
な
ら
な
い
体
づ
く
り
～　

を

テ
ー
マ
に
、
中
央
在
宅
マ
ッ
サ
ー
ジ

院
長　

西
川
輝
彦
氏
を
講
師
に
招
き

他
３
名
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
施
術
付

き
?!
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

在
宅
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
利
用
す
る
患

者
の
傾
向
と
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
の
継

続
・
筋
力
維
持
の
施
術
が
メ
イ
ン
に

な
っ
て
い
る
と
話
す
西
川
氏
。
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
患
者
で
は
要
介

護
３
～
５
が
多
く
820
名
中
３
割
が
寝

た
き
り
状
態
と
の
こ
と
。
脳
卒
中
や

転
倒
に
よ
る
骨
折
後
の
安
静
臥
床
に

よ
る
筋
力
低
下
が
原
因
と
い
う
。

　

寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
体
づ
く
り

に
は
筋
肉
が
大
き
な
役
割
を
果
た

し
、
体
温
調
整
・
血
液
循
環
・
骨
変

形
防
止
・
脂
肪
燃
焼
が
代
表
的
。
血

液
循
環
で
は
特
に
心
臓
か
ら
一
番
遠

く
、
長
い
足
の
先
の
血
液
を
戻
す
筋

肉
「
ふ
く
ら
は
ぎ
」
が
第
２
の
心
臓

と
呼
ぶ
ほ
ど
重
要
。
講
義
中
に
施
術

師
の
方
が
参
加
者
１
人
１
人
に
手
技

を
指
導
し
て
く
だ
さ
り
、
足
先
か
ら

ふ
く
ら
は
ぎ
・
腕
や
肩
を
実
際
に
自

分
で
手
当
て
し
て
み
た
り
、
隣
の
人

と
手
当
て
し
あ
っ
た
り
と
い
う
講
義

＆
手
技
は
と
て
も
勉
強
に
な
り
、
ご

利
用
者
様
に
も
す
す
め
ら
れ
る
内
容

で
し
た
。

　

参
加
者
９
名
…
と
少
人
数
で
は
あ

り
ま
し
た
が
冗
談
を
交
え
た
西
川
氏

の
講
義
と
参
加
者
全
員
が
施
術
師
の

方
々
に
簡
単
な
手
技
を
施
術
し
て
い

た
だ
け
る
等
、
日
頃
の
コ
リ
も
ほ
ぐ

れ
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
対
す
る
理
解
の

深
ま
る
有
意
義
な
講
習
会
と
な
り
ま

し
た
。

第
２
回
緑
区
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

開　
催　
日　

平
成
21
年　

３
月
７
日
（
土
）
14
：
00
～
15
：
30

開
催
場
所　

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
う
ら
わ　

相
談
室

　

冬
と
は
い
え
、
柔
ら
か
な
陽
ざ
し
の
午
後
、
住
宅

型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
『
聖
蹟
プ
ラ
イ
ム
コ
ー
ト
東
大

宮
』
の
見
学
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。

　

外
観
は
思
い
の
ほ
か
質
素
？
い
え
い
え
、
普
通
の

ビ
ル
な
ど
の
入
口
の
よ
う
な
の
で
す
が
、
一
歩
中
に

入
る
と
ま
る
で
ホ
テ
ル
と
見
間
違
う
ほ
ど
の
豪
華
な

ロ
ビ
ー
に
フ
ロ
ン
ト
。
ち
ょ
う
ど
外
出
か
ら
帰
ら
れ

た
ゲ
ス
ト
（
私
た
ち
で
言
う
と
こ
ろ
の
利
用
者
）
様

を
職
員
さ
ん
が
「
お
帰
り
な
さ
い
ま
せ
」
と
温
か
く

お
出
迎
え
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
扉
の
ロ
ッ
ク
を
解
除

し
て
頂
き
皆
さ
ん
は
各
お
部
屋
へ
。ま
さ
に
、セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
は
万
全
な
と
こ
ろ
を
実
際
に
見
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　

さ
て
、
豪
華
な
ロ
ビ
ー
に
気
押
さ
れ
な
が
ら
も
、

各
居
室
へ
。
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
も
案
内
の
方
の
後

を
ゾ
ロ
ゾ
ロ
と
つ
い
て
行
き
ま
す
。
廊
下
に
は
絨
緞

…
す
で
に
格
が
違
い
ま
す
。
１
番
小
さ
な
部
屋
、
と

い
う
事
で
1
Ｋ
の
部
屋
。
そ
れ
で
も
、
約
39
㎡
あ
り

１
人
で
暮
ら
す
に
は
十
分
。続
い
て
約
80
㎡
の
部
屋
。

戸
棚
な
ど
の
収
納
ス
ペ
ー
ス
は
バ
ッ
チ
リ
。
部
屋
の

フ
ロ
ア
は
転
倒
に
備
え
て
ク
ッ
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
に

な
っ
て
い
ま
す
。
す
で
に
参
加
者
の
頭
の
中
に
は
？

有
料
老
人
ホ
ー
ム
??
と
？
マ
ー
ク
が
た
く
さ
ん
飛
び

交
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
、
こ
こ
で
施
設
の
頭
に
つ

い
て
い
た
言
葉
に
ふ
と
気
が
付
く
の
で
す
。
有
料
老

人
ホ
ー
ム
で
も
、こ
こ
は
住
宅
型

4

4

4

有
料
老
人
ホ
ー
ム
。

こ
の
住
宅
型

4

4

4

と
い
う
言
葉
が
、
通
常
聞
い
て
い
る
有

料
老
人
ホ
ー
ム
の
概
念
を
変
え
て
し
ま
う
も
の
な
の

で
し
た
。
通
常
イ
メ
ー
ジ
す
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム
は

終
身
利
用
権
を
購
入
す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
が
、

住
宅
型
と
な
る
と
元
気
で
過
ご
せ
る
う
ち
は
手
厚
い

サ
ー
ビ
ス
の
つ
い
た
ホ
テ
ル
の
１
室
を
購
入
し
生
活

す
る
…
と
い
う
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
な
の
で
す
。
見
学

後
、
優
雅
に
食
堂
の
一
角
で
お
茶
を
頂
き
な
が
ら
丁

寧
に
分
か
り
や
す
く
、
住
宅
型
と
い
う
事
に
つ
い
て

説
明
頂
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
、
ア
メ
リ
カ
の
シ

ル
バ
ー
タ
ウ
ン
の
話
し
ま
で
飛
び
出
し
、
ち
ょ
っ
と

白
熱
し
た
話
し
合
い
の
場
と
な
っ
た
の
で
し
た
。

　

お
値
段
的
に
は
高
嶺
の
花
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
よ
う
な
コ
ン
セ
プ
ト
の
生
活
の
場
が
選
択
肢
と
し

て
あ
る
の
だ
と
い
う
事
を
知
れ
た
事
は
良
い
勉
強
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

第
１
回
緑
区
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

開　
催　
日　

平
成
20
年
11
月
29
日
（
土
）

開
催
場
所　

聖
蹟
プ
ラ
イ
ム
コ
ー
ト
東
大
宮
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今
回
、
明
治
安
田
シ
ス
テ
ム
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
（
株
）
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ケ
ア
・
ビ

ジ
ネ
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
秋
林
氏
を
講
師
に

お
迎
え
し
、「
介
護
給
付
適
正
化
計
画
と

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
点
検
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
お
話
頂
き
ま

し
た
。
秋
林
氏
は
、
介
護
報
酬
改
訂
の

厚
労
省
検
討
会
「
介
護
給
付
分
科
会
」

に
参
加
さ
れ
て
お
り
、
平
成
21
年
度
の

介
護
報
酬
改
訂
に
つ
い
て
も
お
話
を
頂

き
ま
し
た
。

　

介
護
給
付
適
正
化
計
画
に
よ
り
、
認

定
調
査
状
況
チ
ェ
ッ
ク
、
ケ
ア
プ
ラ
ン

の
点
検
、
住
宅
改
修
等
の
点
検
、
医
療

保
険
と
の
突
合
、
介
護
給
付
通
知
を
実

施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
７
月
に
厚
生
労
働
省
よ
り

「
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
点
検
支
援
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
「
ケ

ア
プ
ラ
ン
の
点
検
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

に
基
づ
い
て
点
検
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
事

が
出
来
ま
し
た
。

　

ケ
ア
プ
ラ
ン
点
検
の
対
象
と
な
る
帳

票
は
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
第
１
、２
、

３
表
と
ア
セ
ス
メ
ン
ト
表
で
あ
り
、
意

向
・
ニ
ー
ズ
・
サ
ー
ビ
ス
の
連
動
性
、

情
報
収
集
、
説
明
と
合
意
、
ケ
ア
チ
ー

ム
、
連
携
、
家
族
の
参
加
、
根
拠
、
整

合
性
、
自
立
支
援
、
社
会
資
源
が
記
載

さ
れ
て
い
る
か
が
点
検
の
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
な
ど
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
点
検
を
中

心
に
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
第
１
表

～
３
表
の
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
記
載
方
法
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
説
明
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

秋
林
氏
よ
り
説
明
の
あ
っ
た
点
検
の

ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
た
上
で
「
ケ
ア
プ

ラ
ン
の
点
検
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
確

認
し
今
後
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
、
ケ
ア

プ
ラ
ン
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
こ
と
を
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

浦
和
区
・
南
区
合
同
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

　「
介
護
給
付
適
正
化
計
画
と
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
点
検
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
」

開　
催　
日　

平
成
21
年
３
月
11
日
（
水
）

開
催
場
所　

浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
浦
和
パ
ル
コ
10
階
13
会
議
室
）

　

薬
を
反
対
に
読
む
と
リ
ス
ク
～　

な
ぜ
用
法

通
り
お
薬
が
飲
め
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
薬
局
と
の
連
携
を
理
解
す
る　

ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
利
用
者
の
視
点
か
ら
」
と
題
し
て
ウ

エ
ル
シ
ア
関
東　

薬
剤
師　

浅
見
千
嘉
代
氏
を

講
師
に
お
招
き
し
岩
槻
区
・
見
沼
区
合
同
の
サ

ロ
ン
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

薬
は
正
し
く
使
っ
て
効
果
の
出
る
も
の
で
す
。

き
ち
ん
と
服
用
で
き
て
い
な
い
原
因
と
し
て
、

「
薬
を
飲
む
意
味
を
理
解
し
て
い
な
い
」「
疾
患

の
た
め
き
ち
ん
と
服
用
で
き
な
い
」「
服
用
剤
数

が
多
く
服
用
方
法
も
色
々
あ
る
た
め
」
等
が
あ

り
ま
す
。
ま
ず
は
、
そ
の
原
因
を
把
握
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

特
に
高
齢
者
の
場
合
、
身
体
機
能
の
低
下
や

薬
を
分
解
し
た
り
排
泄
し
た
り
す
る
機
能
の
低

下
、
ま
た
様
々
な
薬
を
服
用
し
て
い
る
こ
と
も

多
く
、
副
作
用
・
相
互
作
用
が
起
き
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ど
う
し
た
ら
き
ち
ん
と
服
薬
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
？

　

お
薬
手
帳
・
お
薬
カ
レ
ン
ダ
ー
・
居
宅
療
養

管
理
指
導
・
外
来
服
薬
支
援
の
活
用
、
ま
た
主

治
医
に
相
談
し
、
剤
数
を
減
ら
し
た
り
剤
形
の

変
更
や
服
薬
方
法
の
検
討
す
る
こ
と
な
ど
も
効

果
的
な
方
法
で
す
。

　

実
際
に
介
護
の
現
場
で
は
、
ど
う
で
し
ょ
う

か
？

　

居
宅
療
養
管
理
指
導
で
は
ケ
ア
プ
ラ
ン
と
直

接
関
係
が
な
く
介
護
保
険
の
限
度
額
に
入
っ
て

い
な
い
た
め
、
薬
剤
師
が
入
っ
て
い
る
事
を
知

ら
な
か
っ
た
と
う
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
す
。
状

況
を
把
握
す
る
た
め
に
も
薬
剤
師
か
ら
報
告
を

も
ら
う
よ
う
に
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

薬
局
と
の
連
携
に
あ
た
り
ご
利
用
者
の
か
か
り

つ
け
薬
局
を
把
握
し
、
ま
た
活
用
で
き
る
様
々
な

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
な
ん
で
も
相
談
で
き
る

薬
局
を
見
つ
け
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

研
修
終
了
後
、
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
仕
事
や

私
的
な
こ
と
な
ど
情
報
交
換
す
る
こ
と
が
で
き

大
変
有
意
義
な
宴
と
な
り
ま
し
た
。

岩
槻
区
・
見
沼
区
合
同
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

　
「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
薬
の
管
理
」

開　
催　
日　

平
成
21
年
２
月
13
日
（
金
）

開
催
場
所　

岩
槻
駅
東
口
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
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２
月
８
日
（
日
）
に
き
ら
め
い
と

武
蔵
浦
和
認
知
症
通
所
介
護
で
家

族
の
会
が
あ
り
、
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
家
族
の
方
の
参
加
は

20
名
く
ら
い
で
介
護
者
の
方
の
年

齢
層
も
40
歳
台
か
ら
70
歳
台
ま
で

さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。
参
加
さ
れ
て
い

た
方
々
も
和
や
か
な
が
ら
も
積
極

的
に
介
護
に
つ
い
て
の
話
し
合
い

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
家
族
に
と
っ

て
、
認
知
症
は
介
護
負
担
が
あ
り
、

同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
、
排
泄
介
助

の
拒
否
、
暴
言
や
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉

が
無
い
な
ど
で
疲
労
が
あ
り
介
護

の
終
わ
り
の
無
い
不
安
が
う
か
が

え
ま
し
た
。
ま
た
、
息
子
様
、
娘
様

は
自
分
の
配
偶
者
に
親
の
面
倒
を

み
て
い
る
こ
と
へ
の
申
し
訳
な
い

気
持
ち
で
つ
い
親
を
き
つ
く
叱
っ

て
し
ま
っ
た
り
、
言
葉
が
き
つ
く

な
っ
た
り
、
自
己
嫌
悪
の
状
態
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
涙
な
が
ら
の

報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

　

通
所
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
、
サ
ー

ビ
ス
開
始
時
は
、
皆
様
概
ね
通
所

拒
否
が
あ
る
が
３
ヶ
月
頑
張
れ
ば

第
２
回　

南
区
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

　「
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
家
族
の
会
参
加
と

　
通
所
介
護
に
つ
い
て
勉
強
会
」

開　
催　
日　

平
成
21
年
２
月
８
日

開
催
場
所　

き
ら
め
い
と
武
蔵
浦
和
認
知
症
通
所
介
護

参　
加　
者　
９
名

な
ん
と
か
馴
染
ん
で
施
設
で
も
落

ち
着
い
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
。

あ
ま
り
認
知
症
が
進
行
し
て
し

ま
っ
て
か
ら
で
は
（
認
知
レ
ベ
ル

Ⅲ
以
上
に
な
っ
て
か
ら
で
は
）
通

所
に
馴
染
む
こ
と
が
難
し
い
の
で
、

で
き
れ
ば
早
期
の
段
階
で
の
サ
ー

ビ
ス
導
入
が
望
ま
し
い
と
の
助
言

が
あ
り
ま
し
た
。

　

認
知
症
は
今
後
も
増
加
の
傾
向

に
あ
り
、
本
人
様
ご
家
族
様
の
負

担
は
増
え
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

認
知
症
が
大
変
に
な
っ
た
ら
す
ぐ

施
設
に
入
れ
る
か
ら
在
宅
サ
ー
ビ

ス
は
利
用
し
な
い
と
話
す
ご
家
族

も
い
ま
す
が
、
施
設
は
す
ぐ
に
は

入
所
で
き
な
い
現
状
で
す
。
私
た

ち
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
も
在
宅
介
護

の
長
期
化
を
よ
く
家
族
様
に
説
明

し
、
共
倒
れ
、
虐
待
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な

が
ら
地
域
で
の
生
活
が
継
続
し
て

い
け
る
よ
う
に
、
プ
ラ
ン
作
成
を

行
う
こ
と
が
大
切
だ
と
再
確
認
い

た
し
ま
し
た
。

　

北
区
・
西
区
合
同
の
ケ
ア
マ
ネ

サ
ロ
ン
は
「
ベ
ッ
ド
周
り
の
安
全

安
心
勉
強
会
」
と
題
し
て
パ
ラ
マ

ウ
ン
ト
ベ
ッ
ド
様
の
ご
協
力
に
よ

り
13
名
の
参
加
で
行
わ
れ
た
。

　

前
半
は
居
室
の
就
寝
場
所
の
周

辺
の
危
険
に
つ
い
て
。

　

一
般
的
に
転
倒
転
落
の
原
因
と

な
る
行
動
は
何
か
と
い
う
と
１
位

…
排
泄
行
為
、
２
位
…
不
穏
行
為
、

　

３
位
…
移
乗
、
４
位
…
物
を
取

る
行
為
…
と
、
住
環
境
と
日
常
生

活
に
深
く
関
わ
る
行
動
、
特
に
排

泄
行
為
の
よ
う
に
自
発
的
自
力
的

に
意
欲
が
あ
る
こ
と
を
尊
重
す
べ

き
大
切
な
行
動
の
場
合
が
多
い
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の

危
険
に
対
応
す
る
た
め
の
福
祉
用

具
を
利
用
す
る
と
、
用
具
自
体
の

持
つ
特
性
か
ら
起
こ
る
問
題
が
新

た
に
出
て
く
る
。
例
え
ば
、
特
殊

ベ
ッ
ド
を
利
用
し
始
め
た
と
こ
ろ
、

サ
イ
ド
レ
ー
ル
の
隙
間
に
挟
ま
れ

て
の
怪
我
や
、
床
へ
の
転
落
時
の

高
低
差
に
よ
る
怪
我
、
マ
ッ
ト
レ

ス
と
柵
の
寸
法
が
メ
ー
カ
に
よ
り

異
な
る
為
に
う
っ
か
り
別
の
製
品

を
流
用
し
て
隙
間
に
落
ち
込
ん
だ

北
区
・
西
区
合
同
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

　
「
ベ
ッ
ド
周
り
の
安
全
安
心
勉
強
会
」　

開　
催　
日　

平
成
20
年
12
月
11
日
（
木
）　

開
催
場
所　

老
人
保
健
施
設
ケ
ア
大
官
花
の
丘

り
…
。
そ
の
た
め
に
新
た
に
転
落

時
の
衝
撃
緩
和
マ
ッ
ト
や
足
下
灯

な
ど
が
考
案
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
よ
う
に
、
環
境
の
安
全
確
保
の

た
め
の
製
品
に
つ
い
て
基
準
の
統

一
に
つ
い
て
JIS
マ
ー
ク
適
用
の
動

き
が
国
の
指
導
で
進
ん
で
お
り
、

21
年
に
は
実
施
の
見
込
み
で
あ
る
。

　

後
半
は
ベ
ッ
ド

の
専
門
家
に
よ
る

床
ず
れ
に
つ
い
て

の
お
話
が
あ
り
、

特
に
「
ギ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
褥
瘡
」が
、

ベ
ッ
ド
上
で
の
背

上
げ
時
に
衣
類
が

よ
じ
れ
た
り
す
る

こ
と
か
ら
発
症
す

る
と
の
説
明
に
は

な
る
ほ
ど
と
思
っ

た
。
動
く
際
の
摩

擦
や
ず
れ
が
人
の

皮
膚
に
は
大
き
な

影
響
が
あ
る
と
の

こ
と
。

　

最
後
に
、
介
護

す
る
側
に
と
っ

て
、
ベ
ッ
ド
上
の

座
位
の
際
に
骨
盤
の
位
置
が
「
立

つ
」
こ
と
に
よ
っ
て
労
力
が
半
減

す
る
こ
と
を
知
り
、
日
常
生
活
で

の
姿
勢
の
大
切
さ
を
教
え
ら
れ
、

数
種
類
の
マ
ッ
ト
レ
ス
に
実
際
に

横
に
な
ら
せ
て
も
ら
い
研
修
を
終

了
し
た
。
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第
２
回
大
宮
区
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

　「
ベ
ッ
ド
と
マ
ッ
ト
レ
ス
に
よ
る
床
ず
れ
ケ
ア
環
境
の
ご
提
案
」

開　
催　
日　

平
成
21
年
１
月
28
日
（
水
）

開
催
場
所　

パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
ベ
ッ
ド
株
式
会
社　

埼
玉
支
店

　

平
成
20
年
度
、
第
２
回
目
の
大
宮
区
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン
は
、
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
ベ
ッ
ド
株

式
会
社
様
の
御
協
力
に
よ
り
、
高
齢
者
ケ
ア
に
お
け
る
床
ず
れ
・
床
ず
れ
予
防
に
つ
い
て
、

発
生
要
因
か
ら
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
更
に
は
長
期
間
の
臥
床
に
よ
る
身
体
へ
の
弊
害
等

を
、
映
像
や
デ
ー
タ
を
用
い
、
改
め
て
詳
し
く
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
内
容
は
、

ベ
ッ
ド
の
背
上
げ
に
伴
う
体
の
ズ
レ
や
、
圧
迫
の
軽
減
を
目
的
と
し
た
「
ら
く
ら
く
モ
ー

シ
ョ
ン
」
の
効
果
と
、
結
果
利
用
者
自
身
の
床
ず
れ
防
止
に
加
え
、
毎
日
の
介
護
生
活
に

お
い
て
、
介
助
者
の
負
担
軽
減
で
も
あ
る
と
の
お
話
を
、
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
ベ
ッ
ド
社
の

方
が
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
講
義
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
更
に
新
製
品
の
薄
さ
と
体
圧

分
散
性
能
を
両
立
し
た
マ
ッ
ト
レ
ス
の
寝
心
地
を
、
全
参
加
者
が
体
験
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
そ
の
後
、
参
加
会
員
に
よ
る
情
報
交
換
・
歓
談
の
時
間
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
２
回
目
の
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン
は
、
区
内
の
通
所
介
護
事

業
者
の
皆
様
に
参
加
を
呼
び
か
け
て
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
顔
合

わ
せ
、
互
い
の
事
業
所
紹
介
・
特
徴
、
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
方
法
、

日
頃
困
っ
て
い
る
事
や
悩
み
事
の
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の
特
徴
と
し
て
、
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
の
導

入
、
柔
道
整
復
師
に
よ
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
鍼
灸
の
実
施
。
炭
酸
足

浴
や
ア
ロ
マ
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
足
裏
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
と
、
身
体
機
能

の
維
持
や
向
上
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
事
。
精
神
的
な
ケ

ア
に
音
楽
療
法
の
取
り
組
み
や
少
人
数
対
応
で
そ
の
方
ら
し
さ
に

合
わ
せ
た
自
宅
と
同
じ
様
に
過
ご
せ
る
環
境
で
対
応
し
て
く
れ
る

場
所
、
楽
し
い
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
る
施
設
と
様
々
で
し
た
。

　

ど
う
し
て
も
聞
き
た
い
質
問
と
し
て
、

中
央
区
・
桜
区
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

　
「
も
っ
と
知
り
た
い
地
域
の
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
」

開　
催　
日　

平
成
21
年
２
月
21
日
（
土
）　

参
加
者　

25
名

開
催
場
所　

株
式
会
社
レ
オ
パ
レ
ス　

あ
ず
み
苑　

五
関

①　

送
迎
の
時
、
自
宅
内
へ
立
ち
入
り
、
移
乗
・
移
動
の
介
助

を
し
て
く
れ
る
の
…
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
が
５
社
、
ド
ア

ツ
ー
ド
ア
が
４
社
。（
規
則
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
）

②　

タ
バ
コ
を
吸
う
方
の
対
応
は
…
喫
煙
所
が
あ
る
。
本
数
を

制
限
し
た
り
、
屋
外
で
の
喫
煙
を
認
め
て
い
る
、
禁
煙
と

し
て
い
る
。
等
で
色
々
。

③　

帰
宅
願
望
が
強
い
方
の
対
応
に
…
気
を
紛
ら
わ
し
な
が
ら

声
か
け
を
工
夫
し
、
杖
を
振
り
か
ざ
し
て
窓
を
割
り
そ
う

に
な
る
ま
で
付
き
合
っ
て
、
レ
ク
リ
エ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
参

加
を
促
し
て
い
く
。

④　

食
事
内
容
の
対
応
は
…
刻
み
食
ま
で
は
１
社
で
、
殆
ど

ペ
ー
ス
ト
・
ミ
キ
サ
ー
食
が
可
能
で
あ
る
。

　

も
っ
と
知
り
た
い
聞
き
た
い
事
に
時
間
を
忘
れ
、
そ
の
後
、
施

設
内
を
見
学
を
さ
せ
て
頂
き
、
地
域
で
生
き
た
情
報
を
気
軽
に
意

見
交
換
で
き
る
「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
」
と
「
癒
し
」
の
場
を
目
指
し

た
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン
と
し
て
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
事
が
で
き

ま
し
た
。

平成21年度通常総会及び全体研修（講演）の開催について（ご案内）

日時　平成 21 年５月 23 日（土）　開場　13 時 15 分
場所　埼玉教育会館２階会議室　さいたま市浦和区高砂 3 － 12‐24

TEL　048 － 832 － 2551

内容 １　通常総会（13時 45分～ 14時 45分）

平成 20年度事業報告・収支決算報告

平成 21年度役員選出

平成 21年度事業計画・収支予算（案）

２　全体研修（15時～ 16時 50分）

講師　川田　憲治　氏

（株）埼玉りそな銀行代表取締役社長

演題　「経　済　雑　感」

～経済変動の中における経営改革と志～
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今
回
の
研
修
は
、
さ
い
た
ま
市
認
知
症
介
護
指
導
者
の
宮
坂
寿

子
氏
を
講
師
に
迎
え
「
効
果
的
な
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
開
催
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
施
設
従
事
者
で
あ
れ
ば
非
会
員
で
も
参
加

可
能
の
オ
ー
プ
ン
形
式
で
開
催
し
た
。

　

１
時
間
強
の
講
義
で
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
約
束
事
や
進
め
方
な

ど
の
基
本
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
学
習
し
た
。

休
憩
を
挟
ん
で
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
介
護
主
任
・
介
護
職
・

観
察
者
を
配
置
し
て
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
実
践
。
事
例
を
通
じ
た
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
二
度
に
渡
り
運
営
し
た
。
初
回
は
自
由
に
、
二

回
目
は
会
議
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の
約
束
事
「
グ
ラ
ン
ド
ル
ー

ル
」
を
設
定
し
た
上
、
役
割
を
交
代
し
て
運
営
し
、
そ
の
違
い
を

体
験
し
た
。
メ
ン
バ
ー
と
し
て
意
見
が
言
え
た
か
、
自
分
と
違
う

考
え
方
を
す
る
ひ
と
は
ど
の
よ
う
な
思
考
を
す
る
の
か
、
な
ど
を

確
認
し
た
。

　

最
後
は
「
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
達
人
へ
の
道
」
を
目
指
し
、
意

見
交
換
を
し
て
ま
と
め
と
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、「
施
設
内
だ
け
で
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
し
て

い
る
と
ひ
と
つ
の
方
向
の
み
に
流
れ
が
ち
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞

く
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」「
す
す
め
方
に
は
○
×
が
あ
る
。
自

分
の
施
設
で
も
グ
ラ
ン
ド
ル
ー
ル
を
明
確
に
し
た
い
」「（
グ
ラ
ン

ド
ル
ー
ル
は
）
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
委
員
会
な
ど
で
も
使
え
る
テ
ク

ニ
ッ
ク
だ
と
思
う
」
な
ど
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。

　

今
回
も
入
会
者
が
２
名
あ
り
、
ま
た
、
数
名
の
方
が
研
修
の
企

画
・
運
営
に
興
味
を
も
た
れ
、
仲
間
を
増
や
す
機
会
と
な
る
有
意

義
な
研
修
会
で
あ
っ
た
。

　

昨
年
度
も
お
招
き
し
た
、
神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学
の
峯
尾
武
巳
先
生
を
講
師
に
、
標
記
の
テ
ー
マ
で
研
修

会
を
開
催
し
た
。
施
設
従
事
者
で
あ
れ
ば
非
会
員
で
も
参
加
可
能
の
オ
ー
プ
ン
形
式
と
し
て
実
施
。
30
名
の
参
加

が
あ
っ
た
。

①　

Ｉ
Ｃ
Ｆ
の
理
解
を
深
め
る
、②　

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
に
Ｉ
Ｃ
Ｆ
の
視
点
を
活
か
す
よ
う
に
努
め
る
、③　
「
チ
ー

ム
メ
ン
バ
ー
へ
の
伝
達
方
法
を
理
解
し
て
協
力
関
係
に
つ
い
て
理
解
す
る
」
を
研
修
目
的
と
し
て
、
講
義
、
ビ
デ

オ
学
習
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
学
習
し
た
。

　

方
法
論
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｆ
を
活
用
す
る
こ
と
。
Ｉ
Ｃ
Ｆ
は
生
活
障
害
が
ど
こ
か
ら
生
じ
て
い
る
か
を
整
理
す
る
た

め
の
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
本
人
の
望
む
生
活
は
Ｉ
Ｃ
Ｆ
か
ら
は
出
て
こ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
で
活
用
し

て
ほ
し
い
。
生
活
と
い
う
よ
り
「
暮
ら
し
」、
と
い
う
先
生
の
お
言
葉
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、「
さ
っ
そ
く
明
日
か
ら
の
仕
事
に
活
か

し
て
い
き
た
い
」「
そ
の
人
の
障
害
発
生
前
の
生
活
に
目
を
向
け

る
事
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
」「
も
う
少
し
詳
し
く
Ｉ
Ｃ
Ｆ
を
学
び

た
い
」
な
ど
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。
中
に
は
「
初
め
て
Ｉ
Ｃ
Ｆ
と

は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
知
っ
た
」「
知
識
と
し
て
は
持
っ
て
い

た
が
（
き
ち
ん
と
）
学
ん
だ
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
も
の
も

あ
っ
た
。「
働
く
こ
と
の
目
的
を
見
失
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
き
、

（
職
場
の
）
理
念
を
再
確
認
し
て
み
た
い
」「
他
職
種
や
他
の
職
員

（
個
性
的
な
）
と
協
調
し
あ
う
の
が
難
し
い
け
ど
や
ら
な
け
れ
ば
。

そ
れ
が
私
の
仕
事
」
な
ど
の
気
づ
き
を
伺
う
こ
と
も
で
き
た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｆ
の
講
義
を
通
じ
、
働
く
こ
と
の
意
義
を
再
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。「
福
祉
職
と
し
て
働
き
た
い
と
思
っ
た
当
初
の
理

念
に
立
ち
返
ろ
う
」
と
。

　

最
後
に
、
研
修
会
終
了
後
３
名
の
入
会
者
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

研
修
担
当
と
し
て
運
営
に
興
味
を
も
た
れ
た
方
も
複
数
名
あ
り
、

施
設
介
護
支
援
専
門
員
研
修
が
徐
々
に
定
着
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を

実
感
し
た
。

施
設
介
護
支
援
専
門
員
研
修
の
報
告

　
「
平
成
20
年
度
第
４
回
施
設
介
護
支
援
専
門
員
研
修
会
」

日　

時
：　

３
月
28
日
（
土
）　

13
時
30
分
～
17
時
00
分

場　

所
：　

尚
和
園
ア
ン
シ
ャ
ン
テ
（
緑
区
）

テ
ー
マ
：　

Ｉ
Ｃ
Ｆ
の
視
点
を
活
か
し
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
ろ
う

施
設
介
護
支
援
専
門
員
研
修
の
報
告

　
「
平
成
20
年
度
第
３
回
介
護
支
援
専
門
員
研
修
会
」

日　

時
：　

12
月
13
日
（
土
）
13
時
30
分
～
16
時
00
分

場　

所
：　

埼
玉
精
神
神
経
セ
ン
タ
ー
（
中
央
区
）

テ
ー
マ
：　

効
果
的
な
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
開
催
に
つ
い
て
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ほ の ぼ の さ ん ぽ

　台風が１度も上陸しなかった年の冬には大雪が降る
という噂を信じこんで、大枚はたいて車のタイヤをス
タッドレスに替えた。いつでも降ってこーいと空を見
上げれば、２月なのに暖かな日差しの太陽・・・温暖
化のバカー！タイヤ代返せ～！！と怒りの矛先を環境
問題に向けていたある日のこと。
　ガキンチョ一人でも、もてあましていた我が家にガ
キンチョが一人追加となった。下馬評では女の子説が
まことしやかに囁かれ、名前も女の子向けのモノしか
考えていなかったが…生まれてきてみりゃ立派な「弟」
　なにはともあれ、「弟」が出来たんだから、ガキンチョ
１号は立派に「お兄ちゃん」になるにちがいないと思っ
ていたら…甘かった！
　「兄」は赤ちゃん返り一直線！　「弟」のオムツ交換

どっちが「弟」なのだ！？

浦和しぶや苑　松本　幸司

の姿をみて、「トイレ一部介助」まで、もう一歩だっ
たのに「要介護」に逆戻り、トイレに行こうとせずに
床で股を広げてオムツ交換を待っている。洗面台で沐
浴していたら、自分も入ると大騒ぎ、根負けして入れ
てみればはしゃぎまくって水浸し。とっくに卒業した
ハズのベビーカーを占領…などなど
　高齢者でもガキンチョでも、「自立」ってのは「本
人の気持ち」次第なんだなぁ…っと、ため息を一つ…
いや二つ…三つ…
　お兄ちゃーん！いつの日か「お兄ちゃん、弟の世話
をしてエライね～！」と言える日が来ることを信じて
いますよ～！！
※親の介護負担軽減のためにも、どうかお願いいたし
やす☆

リニューアルしたので見てくださ〜い !!

会員の住所・事業所等登録事項に変更があった場合や入会・退会希望の場合は事務局ま
でご連絡ください．

　　　　　　さいたま市介護支援専門員協会　事務局　野崎・西間木
　　　　　　　（財）さいたま市在宅ケアサービス公社内
　　　　　　　　　電話番号　048-645-7470　　　　　FAX　048-645-7500

事 務 局 よ り

ホームページ
h t t p : / / www . s a i t am a s h i - k e am a n e . j p　

役員の皆さん、会員の皆さん、１年間お疲れさまでした。
平成 21 年度も引き続きよろしくお願いいたします！
平成 21 年度も「（社）やどかりの里　やどかり情報館（精神障害者福祉工場）」
さんに広報誌出版をお願いしたいと思っています！
今後ともよろしくお願いいたします。

広報委員

編 集 後 記


